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I はじめに

京都は、「千年の都」や「歴史都市・京都」と
いったキャッチフレーズで PRされ、日本で有数
の観光地であることは周知のとおりである。しか
し、京都のあらゆる観光施設に、さらに四季を通
じて多くの観光客が押し寄せているのではない。
観光客は、特定の観光施設、特定の季節に偏って、
やって来る。清水寺には、少し以前までは京都を
訪れた 3人のうち 1人が訪れていた。最近は少し
減少し、 5人に 1人の割合で清水寺を訪問してい
る。外国人に限れば、京都を訪問した外国人の約
8割が、清水寺を訪れる。他方、訪問者が少ない
ため、京都市が発行する『京都市観光調査年報』
に統計データが公表されない観光施設が、圧倒的
に多数存在する。
本稿の目的は、京都の特定の観光施設に多くの
訪問者があるのは何故なのかを明らかにする手掛
かりを見つけることである。以下、第 2節では京
都観光の変遷を概観する。第 3節は京都の観光施

設を訪れる観光動機を明らかにするための推計モ
デルと、推計に用いる統計データの説明を行なう。
第 4節においては推計結果とその解釈を行なう1 )。

II 京都観光の変遷

1 京都観光の推移
京都市が発行する『京都市観光調査年報』に基

づきながら、京都観光の推移をみることにする2 )。
『京都市観光調査年報』によれば、京都市は毎年
5000万人前後の来訪者がある観光都市である。外
国からの観光客が約100万人あるため、大雑把な
言い方をすれば、日本の約 3人に 1人が毎年、京
都を訪れている計算になる。第 1図は、その推移
を示している。阪神・淡路大震災の発生や新型イ
ンフルエンザの風評被害による一時的な減少があ
るものの、京都市を訪れる観光客は、順調に伸び
てきている。
第 2図は、京都市の月別観光客数を示している。

春と秋に偏っている。とりわけ、秋の紅葉にシー
ズンが最も多くの観光客がある季節である。平成
5 年（1993）の秋から始まった JR東海の「そう
だ京都、行こう」キャンペーン以前では、京都観
光の最大のピークは、春の桜のシーズンであった。
平成 9 年秋のキャンペーンで、JR東海が東福寺
を取り上げ、それ以降は秋の紅葉シーズンが京都
の最も「にぎわう」季節になったといわれている。
第 1表は、京都市を訪れた観光客の利用交通機

関と宿泊施設の区分を示している。JR利用者だ
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第 2図 京都市の月別観光客数
出所：第 1図と同じ。

第 1表 京都市を訪れた観光客数の推移

出所：京都市産業観光局『京都市観光調査年報』より作成。

第 1図 京都市の観光客数の推移
出所：京都市産業観光局『京都市観光調査年報』より転載。



けが増加している。宿泊施設は、旧来の旅館から
ホテルへウエイトが移っている。
第 2表をみると、京都駅の乗降客数が増加して
いるのに対し、京阪三条駅と阪急河原町駅の乗降
客数は減少している。

2 京都観光の類型分けと観光施設
『京都市観光調査年報』では、京都市に来る約
5000万人のうち、近年は 5分の 1の人が清水寺を
訪れている。（10年ほど以前は、 3 人に 1 人の割
合で清水寺を訪れていた）2010年の同調査年報に
よれば、平安神宮は 9位で 6%に相当する訪問者
数があったことが分かる。平安神宮は、1895年
（明治28年）に創建されており、既に都が東京へ
移ってから30年近く経っている。伏見稲荷大社へ
も多くの観光客が訪れている。『京都市観光調査
年報』では、お正月の初詣の人出は京都への訪問
者にカウントしないことになっているため、伏見
稲荷大社は市内訪問地の上位にはランクされてい
ない。伏見稲荷大社は、711年（和銅 4 年）の創
建であり、794年の平安遷都より以前から現在地
にある。しかも、平安京の外側に位置する。しか
し、平安神宮も伏見稲荷大社もいずれも、多くの
観光客には「千年の都」京都を代表する観光地と
して広く受け止められているようである。同様の
意味での京都の観光地は、平安神宮と伏見稲荷大
社に限られるのではなく、他にも多数存在すると
思われる。
「歴史都市」京都は、日本文化を凝縮した典型
的な地域であるといわれる。神社仏閣が多く立地
する都市は、日本全国をみれば多数存在する。京
都の最大の特徴は、単に多数の神社仏閣が存在す
るだけではなく、相対的に狭い地域に密集して立

地するとともに、宗教教団の本部が市内に置かれ
ていることである。宗教教団と並んで、茶道や華
道、香道といった分野の家元制度の本部が、京都
に集まっている。これらが、皇室文化・公家文化
と関係をもちながら、「わび、さび、みやび」と
いった「京都らしさ」を醸し出している。
第 3表は、京都市内の主要な訪問地のランキン

グである。特定の観光施設とその周辺に、多くの
観光客が殺到することによる市民生活への弊害が
指摘された。そのような状況を解消するために、
京都市は観光客の分散を目的とした施策を講じて
きたが、第 3表をみれば京都市の目的はある程度
達成されたと評価すべきであろう。
京都の主要な観光スポットの多くは、歴史的な

価値のある神社仏閣である。換言すれば、宗教施
設が京都の観光を支えていることになる。京都の
多くの宗教施設を訪れる人たちの目的は何であろ
うか。このような調査は、皆無に等しい。津田・
前田・細川［2005］には、西本願寺と清水寺の来
訪目的を調べた結果が紹介されている。西本願寺
は宗教目的が多く、清水寺はレジャーが中心とな
っている。
平成22年の京都市の観光客数は、第 1表のよう

に4956万人であった。この年に、清水寺を訪れた
人は 21%であり、西本願寺を訪れた人は 3.0% で
ある（第 3 表を参照）。4956万人に 21%を乗じる
と、平成22年の 1年間に清水寺を訪れ人数が1040
万人となる。そのうちの 58.9% がレジャー目的で
あったため、計算上は613万人がレジャーとして
清水寺を訪れ、427万人が宗教目的であったとな
る。同様にして、西本願寺へは150万人が訪問し、
そのうち宗教目的が91万人、レジャー目的が59万
人となる。
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第 2表 鉄道駅の乗降客の推移 （単位：%)

注：a＝JR 東海の乗降客数は含まれていない。
出所：運輸政策研究機構『都市交通年報』（運輸政策研究機構発行。以前は国土交通省総合政策局

監修）より作成。



3 世界基準と京都観光
平成 6 年（1994年）に、「古都京都の文化財」
として、京都市・宇治市・滋賀県大津市にある以
下の17の寺社などから構成され文化財群が、ユネ
スコの世界遺産（文化遺産）として登録された。
日本では 5件目の登録であった。二条城以外は、
すべて神社仏閣である。宗教と京都観光が如何に
密着したものであるかを示す分かりやすい事例で
ある。

賀茂別雷神社（上賀茂神社）、賀茂御祖神
社（下鴨神社）、教王護国寺（東寺）、清水
寺、延暦寺、醍醐寺、仁和寺、平等院、宇
治上神社、高山寺、西芳寺（苔寺）、天龍
寺、鹿苑寺（金閣寺）、慈照寺（銀閣寺）、
龍安寺、西本願寺、二条城

フランスのミシュラン社が出版するレストラン
とホテルのガイドブックである『ミシュランガイ

ド』（英語名：the Michelin Guide。フランス語
名：le Guide Michelin）として、『ミシュランガ
イド京都・大阪2010』（英語版／日本語版）が、
平成21年（2009年）に出版された。京都の 3つ星
レストランは、『菊乃井本店』（京都）、『吉兆 嵐
山本店』（京都）、『千花』（京都）、『つる家』（京
都）、『瓢亭』、『未在』（京都）の 6 軒であった。
さらに、13軒が 2つ星に、66軒が 1つ星に評価さ
れた。掲載店はほとんどが日本食レストランで、
京都では 97%に達した。
ユネスコの世界遺産への登録や、ミシュランガ

イドブックに掲載されることによる影響がどの程
度のものであるかは、現在の時点では明らかにさ
れていないが、京都へ外国人観光客が数多く訪れ
るだけでなく、世界的な基準による格付けが、京
都の観光にさまざまな影響を及ぼす時代になった
ことは確かなようである。

III 推計モデルと統計データ

1 推計モデルと仮説
京都の主要な観光スポットである歴史的に価値

のある神社仏閣を訪れる人たちは、どのような目
的で訪問しているのであろうか。ここでは、 2つ
の要因からなる推計モデルを考えた。訪問目的を
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第 3表 京都市内の主要訪問地上位10か所の推移（平成 2年～22年）

注： 1人の観光客が複数の施設を訪問すると重複して数えているため、全体で 100%にはならない。
出所：第 1表と同じ。

第 4表 西本願寺と清水寺の来訪目的 （単位：%)

出所：津田・前田・細川［2005］より作成。



構成する要因として、信仰とレジャーに限った。
京都は観光地であるため、レジャーとして京都
にやって来て、各観光施設を訪問すると推測する
ことは不自然ではないであろう。しかも、京都の
多くの観光施設が宗教施設であることを考え合わ
せると、訪問目的の一端は信仰にあるとみなすこ
とも当然であろう。そこで、次の 2点を仮説とし
て立てることにした。

•信者等が多い宗教施設は訪問者が多い
•観光施設として広く知られている施設は訪問
者が多い

2 統計データ
京都市内の観光施設への訪問者数は、『京都市

観光調査年報』に全体の割合として公表されてい
る。本稿でも、その数値をそのまま採用した。対
象年次は、平成13年から22年までの10年間である。
訪問者数の数値は、10年間に公表された最大の年
次の数値と、最大 3年間の数値の平均値の両者を
用いた。
宗教施設の信者数は、各宗教施設が所属してい
る教団の信者数等とした。文化庁文化部宗教課
『宗教統計調査結果─平成22年12月31日現在─』
に公表されている教師数と信者数の合計を用いた。
なお、仁和寺の信者数は、平成22年の数値が公表
されていないため、平成21年12月31日現在の数値
である。同様の理由から、東寺の信者数は、平成
7年12月31日現在の数値である3 )。華厳寺（鈴虫
寺）は臨済宗の単立寺院である。筆者の想像では、

小規模団体であるためと思われるが、文化庁の資
料には数値が記されていない。そのため、華厳寺
の教師数と信者数は、臨済宗で信者数が最少であ
る臨済宗國泰寺派の教師数と信者数を使用した。
伏見稲荷大社、北野天満宮、下鴨神社、平安神

宮、八坂神社、貴船神社の教師数と信者数も公表
されていない。伏見稲荷大社は単立の独立した神
社である。しかし、全国の多くの稲荷神社は神社
本庁に属している。それ以外の 5社は、神社本庁
の別表神社である。そのため、各教団の宗教団体
数が神社本庁の団体数に占める比率を用いて、各
教団の信者数と教師数を推計した。
第 5表にあるように、平成22年末の神社本庁の

宗教団体数は79,059である（文化庁資料より）。
たとえば、伏見稲荷大社の場合、稲荷信仰に属す
る宗教団体数は2,970であり（岡田・加藤［2007］
より）、神社本庁の宗教団体数に対する比率は、
3.76% である。伏見稲荷大社の信者数は、神社本
庁の信者数92,614,395人に 3.76% を乗じて算出し
た。他も同様の方法で算出した4 )。
観光施設として広く知られている度合いを示す

データとして、旅行ガイドブックでの紹介の程度
を採用した。具体的には、旅行ガイドブックが紹
介する各施設紹介の紹介箇所数と紹介スペースの
大きさである。本稿では、京都の書店において販
売数が最も多い京都に関する旅行ガイドブックで
ある 3 冊を採用した。『詳細地図で歩きたい町京
都』（JTBパブリッシング）、『るるぶ京都』JTB
パブリッシング、『まっぷる京都』（K&Bパブリ
ッシャーズ）である。各誌の発行時期が平成24年
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第 5表 信者数と教師数の推計

注： a＝文化庁資料より、b＝岡田・加藤［2007］より、無印＝本稿で推計。
出所：岡田・加藤［2007］、文化庁文化部宗教課『宗教統計調査結果─平成22年12月31日現

在─』より作成。



であるため、そこに掲載された内容は、その少し
以前であると考えられる。
本稿の計算で用いるサンプル数は、全体で31と
なった。そのうち、宗教施設は27である。ただし、
来訪者比率の最大 3年間平均値については、全体
のサンプル数が22、そのうち宗教施設が18となっ
た。

IV 推計結果と解釈

1 相関分析の結果
最少二乗法でもって、相関分析と回帰分析を行
なった。第 6表から第 9表までが、相関分析の結
果である。第 6表と第 7表が、来訪者比率を最大
値で測った数値を採用した結果であり、サンプル
数は宗教施設のみの場合が27、非宗教施設も含め
た場合が31である。相関分析の結果から、京都市
内の各観光施設への来訪者数と係わりが強い変数
はどれかを明らかにする。
得られた結果は、次のようである。教師数も、
信者数も、これら両者の合計値も、すべて来訪者
比率（最大値）とは、統計的に有意な結果は得ら
れない。しかも、相関係数の符号はマイナスであ
り、仮説とは異なった傾向にある。ガイドブック

掲載は、箇所数でも掲載面積でも、仮説通りにプ
ラスの符号で、しかも統計的に有意な結果になっ
ている。
第 8表と第 9表は、来訪者比率を最大 3年平均

値で測った数値で測るために、サンプル数が減少
している。宗教施設のみの場合が18、非宗教施設
も含めた場合が22である。得られた結果は、第 6
表及び第 7表の結果とほぼ同様である。
以上の相関分析の結果から、京都市内の各観光

施設への来訪者数との係わりにおいては、旅行ガ
イドブックの影響が極めて強く、宗教団体の規模
で代表される「宗教の力」はほとんど影響力がな
いことが分かる。

2 回帰分析の結果
次に、京都市内の各観光施設への来訪者比率

（最大値、最大 3 年平均値とも）を説明する要因
を明らかにするために、来訪者比率を被説明変数
とし、説明変数に宗教要因とレジャー要因を用い
た回帰分析の結果を紹介することにする。
第 6表から第 9表までの結果から、宗教要因の

変数である、信者数と教師数および、その合計人
数は、互いに高い相関県関係にある。多重共線性
から生じるバイアスを避けるために、宗教要因を
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第 6表 相関分析の結果：全体を対象（サンプル数＝31）

***： t 検定両側 1%水準で有意。
**： t 検定両側 5%水準で有意。
*： t 検定両側 10%水準で有意。（以下の諸表でも同じ）

第 7表 相関分析の結果：宗教施設のみを対象（サンプル数＝27）



表す変数として信者数と教師数の合計値を採用し
た。ガイドブック掲載面積は、宗教要因の変数と
高い相関県関係にあるが。ガイドブック掲載箇所
数は相関関係が低い。そのため、回帰分析におい
ては、ガイドブック掲載箇所数を採用した。その
結果、回帰分析で用いる推定式は、次の第 1式の
ようになった。


VMAX

VTOP3  ＝f（Religious, Leisure） （1）

記号：VMAX＝来訪者比率（最大値）

VTOP3＝来訪者比率（最大 3年平均値）
Religious＝信者数と教師数の合計値
Leisure＝ガイドブック掲載箇所数

得られた結果は、第10表のようである。信者数
と教師数の合計値は、統計的に有意でない上に、
回帰係数が非常にゼロに近い値で、しかも符号は
マイナスである。宗教要因は、京都の観光施設の
訪問者数に及ぼす影響は極めて小さい。他方、ガ
イドブック掲載箇所数は統計的に有意であった。
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第 8 表 相関分析の結果：全体を対象（サンプル数＝22）、来訪者比率 3 年間データが入手できない
ケースを除く

第 9 表 相関分析の結果：宗教施設のみを対象（サンプル数＝18）、来訪者比率 3 年間データが入手で
きないケースを除く

第10表 回帰分析の結果

（ ）内の値： t 値



V 結びにかえて

本稿では、京都を訪れる観光客が、なぜ特定の
施設に集中して訪問するのか、その要因を明らか
にすることを目指した。統計数値を用いた実証分
析の結果から分かったことは、京都を訪れる多く
の観光客は、旅行ガイドブックを重要な情報源と
しており、そこから得られた情報を基に、京都観
光を行なっている、ということであった。
京都市内の主要な観光施設は神社仏閣であり、
しかも本山ないし本社といった全国組織の宗教教
団の本部機能を果たしている。そのため、教団の
規模や組織力が、神社仏閣の訪問者数に何らかの
影響を与えていると思われるが、本稿の計算結果
からは、そのような影響は何ら見られなかった。
すなわち、京都観光は、信仰よりも圧倒的にレジ
ャーの要素で構成されていると判断すべきであろ
う。
本稿では、初歩的な推定手法・モデルで実証分
析を試みた。今後は、それらをより精緻な内容に
するとともに、用いる統計データの改良も必要で
あろう。たとえば、京都市内の神社仏閣には、国
宝を含む膨大な国指定の重要文化財が所蔵されて
いる。史跡・名勝も多数ある。これらに関心を持
って京都観光に来る人たちが多くいる。文化財に
関連した情報をモデルに組み込む必要がある。

注
1 ）京都観光に係る諸研究を参考文献に列挙した。
2）京都観光に関する統計データは、平成22年度まで
は、『京都市観光調査年報』として発行されていた。
そこには、京都市内の観光施設を訪れる観光客の割
合も公表されている。しかし。平成23年度からは、
『京都市観光総合調査』となり、本稿のような研究に
とっては使用価値が低下してしまった。
全国各地の観光客数は、各地元自治体から公表され
ているが、それらの数値は、どの程度現実の実態を
的確にとらえているかを疑う関係者が多くいる。し
かし、そのような関係者においても、京都観光に関
する統計データの信頼性は非常に高い。
3）文化庁文化部宗教課『宗教統計調査結果─平成22
年12月31日現在─』では、東寺真言宗の信者数は未
公表であるが、教師数が平成22年に240人であったと
記されている。同書の平成 7 年の東寺真言宗の教師
数は247人である。単純に教師数が増加すれば、信者

数も増加すると考えると、平成 2 年の信者数を用い
ることは不適切であるかも知れないが、本稿では大
差はないと判断した。
4）伏見稲荷大社等に所属する宗教団体数は、岡田・
加藤［2007］に記載されている数値を採用した。岡
田・加藤［2007］の概要は、『朝日新聞』2007年 2 月
22日（木）、第33面文化欄で紹介されている。
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VI 附表：基礎統計資料

注：仁和寺の信者数：平成21年12月31日現在の数値
東寺の信者数：平成 7年12月31日現在の数値（参考、教師数：平成 7年＝247人、平成22年＝240人）
伏見稲荷大社、北野天満宮、下鴨神社、平安神宮、八坂神社、貴船神社の教師数と信者数は、神社本庁の数値を参考にして算出。
華厳寺（鈴虫寺）の教師数と信者数は、臨済宗で信者数が最小である臨済宗国泰寺派の教師数と信者数を使用。
n.a：入手不可。

出所：来訪者比率＝京都市産業観光局『京都市観光調査年報』より作成。（2001年～2010年）
教師数、信者数＝文化庁文化部宗教課『宗教統計調査結果─平成22年12月31日現在─』より作成。
ガイドブック掲載＝『詳細地図で歩きたい町京都』（JTBパブリッシング）、『るるぶ京都』JTBパブリッシング、『まっぷる京都』（K＆Bパブリッシャー
ズ）より作成。


